
教 科 名 水理学Ⅰ（Hydraulics Ⅰ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第２学年 社会基盤工学科 共通 履修 １単位 必修 
2 

時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】 大久保 孝樹   （内線 6489，   E-mail:ohkubo@hakodate-ct.ac.jp   ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

環境都市工学の水に関わる分野は、河川、海岸、海洋、港湾、上下水道、水質問題、水力発電等とき

わめて広い。それらの工業技術を理解するために要する「水理学」の基礎知識を習得する(B)。「水理

学」の基礎理論、特に式の誘導過程や物理的な意味を十分理解するとともに、実際の水問題に適用で

きる力を身に付けることを目標とする。
 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
日下部重幸・檀 和秀・湯城豊勝 共著  「水理学」 （コロナ社） 

 

補助教材等 
 プリントなど 

 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 70 20     10 100 

知識の基本的な理解   70 15     5 90 

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)  5     5 10 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

前半の講義内容を理解し身につけるために、演習を行うことが多いので、必ず電卓を持参する。水理学は講義を聞い

て、ノートをとるだけでは実力はつかない。必ず自分で問題を解くことが実力向上の近道である。小テストは、50

分を割いて冬休み明け試験として行い、日ごろの復習勉学に対する志向性と基礎的知識を評価する。その他として

10％あるが、これはプリント演習問題の提出としての評価である。
 

授業中の注意 

◎授業中に携帯電話をいじっていたり、居眠りをした者は、定期試験成績の点数から、２点/回の原点をする。 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

水理学のガイダンス（1h） 

0.水理学に用いる単位と水の基本的な性質

(3h、コア) 

   

 

水理学について具体的イメージを持てる。 

 

SI 単位を理解し、運用できる 

水の基本的な性質を理解できる。 
 

2 

3 

１． 静止流体の力学（10h、コア） 

 

１．１． 静水圧 

 

１．２． 圧力の伝達 

水圧機の原理 

 

１．３． 圧力の測定 

マノメーター 

 

 

静水圧式を誘導し適用できる。 

 

パスカルの原理を理解し、水圧機に応用できる。 

 

 

マノメーターの原理を理解し、応用できる。  

4 

5 

6 

7 

8 中間試験  

9 

試験答案返却、解答解説（１ｈ） 

２． 管水路（１）（11ｈ、コア） 

２．１． 流れの種類 

 

２．２． 流れの連続性 

 

２．３． ベルヌーイの定理 

 

(冬休み明けに復習試験) 

 

２．４． ベルヌーイの定理の応用」 

① ピトー管 

② ベンチュリメーター 

試験問題の解説を通じて、理解不足の箇所を理解するこ

とができる。 

流速、流量、流積の定義と関係を説明できる。 

 

連続の式を理解でき、具体的計算ができる。 

 

ベルヌーイの定理を理解でき、具体的計算ができる。 

 

静止流体の力学(静水圧)とベルヌーイの定理に関す

る復習試験 

ベルヌーイの定理を応用し、管水路と流出管付き水槽

に適用して、未知の流速、水圧等を求めることができ

る。 
ベルヌーイの定理からピトー管およびベンチュリメ

ーターによる流量公式を誘導できる。 

 

10  

11  

12  

13  

14  

 期末試験  

15 試験答案返却・解答解説 
試験問題の解説を通じて、理解不足の箇所を理解する

ことができる。 
 

総 講 義 時 間 数 30 時間 

 



教 科 名 構 造 力 学 Ⅰ （Structural Mechanics） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 2 学年 社会基盤工学科 共通  2 単位 必修 
通年 

2 時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】 渡辺  力   （内線 6488， E-mail: cwatan）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

 構造力学とは，構造物の力学的な性質を把握し，構造物を合理的かつ経済的に設計することを目的にした

力学である。構造物の設計において基礎となる力学の考え方と計算方法に関して，基礎的な知識を修得す

ることを目的とする。第２学年では，力と取り扱い，部材断面の諸量，静定はりの断面力に関する理論と計算

方法の基礎知識を修得する。「その知識を各種構造物の設計に応用できるようになる」のが到達レベルであ

る。 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
 B 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 嵯峨・武田・原・勇 共著  構造力学Ⅰ, Ⅱ（コロナ社） 

補助教材等 プリント 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 90 10 0 0 0 0 0 100 

知識の基本的な理解 70 10      80 

思考・推論・創造への適用力 20       20 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

【学習上の留意点】 

 構造力学は第 4 学年まで３年間に渡って実施されますが，第 2 学年の内容は３年間の基礎となるものです。皆さん

が良く理解できるように，各節・各章の終わりに演習問題を用意していますので，必ず自分で解いてください。 

 定期試験前に講義ノートと演習ノート(演習問題を解いたもの)を提出させます。講義ノートと演習ノートを未提出

のものは定期試験を 0点として評価します。また，演習ノートで解いていない問題がある場合には減点します。 

【関連する科目】 

 コンクリート構造学，橋梁工学，建設 CAD・図学，構造設計製図ⅠⅡ，耐震工学 など 

【学習上の助言】 

 授業中はしっかりとノートを採るとともに，学習内容が理解できるように集中しましょう。授業中に理解できなか

った所は家庭にて復習しましょう。その上で，演習問題を自力で解いて下さい。理解が一層深まります。 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス・数学の準備（1 時間） 
科目の位置づけ，必要性，学習の到達目標および留意

点を理解できる。三角関数を理解できる。 
 

2 
第１章 力（6 時間，コア） 

(1) 力の単位，力の表現方法，力の合成 
力の定義，単位，三要素，合成について説明できる。  

3 (2) 力の合成 力の合成を理解し，計算できる。  

4 (3) 力の分解 力の分解を理解し，計算できる。  

5 (4) 力のモーメント 力のモーメントを理解し，計算できる。  

6 (5) バリニンオンの定理 バリニオンの定理をし，合力の作用位置が計算できる。  

7 (6) 力のつり合い 力のつり合いを理解し，つり合う力を計算できる。  

8 前期中間試験  

9 
第２章 部材断面の性質（6 時間，コア） 

(1) 断面１次モーメント 
断面１次モーメントを理解し，計算できる。  

10 (2) 図心 図心を理解し，計算できる。  

11 (3) 断面２次モーメント１ 断面２次モーメントを理解できる。  

12 (4) 断面２次モーメント２ 平行移動の公式を理解できる。  

13 (5) 断面２次モーメント３ 断面２次モーメントを計算できる。  

14 (6) 断面２次モーメント４ 組み合わせ断面の断面２次モーメントを計算できる。  

 前期期末試験  

15 
第３章 静定はり（14 時間，コア） 

(1) はりの定義，基礎知識 

はりの定義，はりの支点の種類，対応する支点反力を理

解し，はりの種類やその安定性について説明できる。 
 

16 (2) 単純ばりの反力 種々の荷重を受ける単純ばりの支点反力を計算できる。  

17 (3) 単純ばりの断面力１ 断面力（軸力，せん断力，曲げモーメント）を説明できる。  

18 (4) 単純ばりの断面力２ 断面力の計算方法が理解できる。  

19 (5) 単純ばりの断面力３ 単純ばりを解き，断面力図を作図できる。  

20 (6) 単純ばりの断面力４ 単純ばりを解き，断面力図を作図できる。  

21 (7) 片持ちばりの反力と断面力 片持ちばりの支点反力を計算できる。  

22 (8) 片持ちばりの断面力１ 片持ちばりを解き，断面力図を作図できる。  

23 後期中間試験  

24 (9) 片持ちばりの断面力２ 片持ちばりを解き，断面力図を作図できる。  

25 (10) 張出ばりの反力と断面力 張出ばりの支点反力を計算できる。  

26 (11) 張出ばりばりの断面力１ 張出ばりを解き，断面力図を作図できる。  

27 (12) 張出ばりばりの断面力２ 張出ばりを解き，断面力図を作図できる。  

28 (13) ゲルバーばりの反力と断面力 ゲルバーばりの支点反力を計算できる。  

29 (14) ゲルバーばりの断面力 ゲルバーばりを解き，断面力図を作図できる。  

 学年末試験  

30 答案返却・解答解説 ・間違った問題の正答を求めることができる  

総 講 義 時 間 数 30 時間



 



教 科 名 コンクリート工学（Concrete Engineering） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 2 学年 社会基盤工学科 共通  1 単位 必修 
前期 

2 時間/週 
時間 

担 当 教 員 【常勤】澤村秀治    （内線 6489，E-mail:sawamura）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

コンクリートは代表的な建設材料の一つであり，全ての建設工事現場で用いられていると言っても過言では

ない．本科目では，コンクリートを構成する材料の基本的性質，フレッシュコンクリートの性質，硬化したコンク

リートの性質及び配合設計の理論について学び，コンクリート技術に関する基礎知識を実務において適用で

きることを到達レベルとする． 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 小林一輔 著 「コンクリート工学」（森北出版） 

補助教材等 
プリント（配合設計資料） 

 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 90  10     100 

知識の基本的な理解 90  10     100 

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

授業では，コンクリートに関する知識の習得が中心となる。授業では，特に理解が必要な事項を，キーワードとその解説の形で

示すので，これらをノートにきちんとまとめること。復習として，ノートと対比しながら教科書の関連する部分を参照すると，より理

解が深まるので実践すること． 

２回の定期試験(B)の平均点を 90％，演習課題等(B)を 10％として評価する．演習課題の得点は，その提出状況，設計計算の

正確さ，報告書としての完成度を数値化し決定する． 

 

関連する科目：コンクリート構造学（２年，３年，４年），環境都市工学実験（４年，５年），構造設計製図Ⅰ（４年） 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス 
本授業の進め方，評価方法，学習到達目標などを理解で

きる 
 

2 セメント①(コア) 
セメントの原料，製造過程，ポルトランドセメントの種類に

関する知識を習得する． 
 

3 セメント②(コア) 
セメントを構成する好物の異質，水和反応による強度発現

のメカニズムを理解できる． 
 

4 混和材料①(コア) 
高炉スラグ，フライアッシュ，シリカフュームなどの混和材

の概要と活用について理解できる． 
 

5 混和材料②(コア) 
AE 剤，減水剤などの化学混和剤の概要と働きについて

理解できる． 
 

6 骨材①(コア) 
コンクリートに適する骨材の物理的性質，品質試験法に

ついて理解できる． 
 

7 骨材②，有害物質(コア) 
骨材の密度の考え方，骨材と水分の関係，コンクリート材

料の有害物質について理解できる． 
 

8 中間試験  

9 
答案返却・回答解説 

フレッシュコンクリート①(コア) 

試験問題の解説から自分の間違った箇所を理解できる． 

フレッシュコンクリートの性質を理解できる． 
 

10 フレッシュコンクリート②(コア) 
フレッシュコンクリートの性質と，単位水量，空気量の関

係，材料分離について理解できる． 
 

11 コンクリートの強度(コア) 
コンクリートの強度と，コンクリートの強度に影響を及ぼす

因子について整理し理解できる． 
 

12 コンクリートの耐久性(コア) 
塩害，中性化，アルカリ骨材反応のメカニズムと耐久性向

上の考え方について理解できる． 
 

13 配合設計①(コア) 
配合強度の考え方，示方配合と現場配合，配合設計手

法について理解できる． 
 

14 配合設計②(コア) 
配合設計演習課題によって，コンクリートの配合設計計算

ができるようになる． 
 

 期末試験  

15 答案返却・回答解説 試験問題の解説から自分の間違った箇所を理解できる．  

総 講 義 時 間 数 30 時間 

 



教 科 名 コンクリート構造学Ⅰ(Theory of Concrete StructureⅠ) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 2 学年 社会基盤工学科 共通  1 単位 必修 
後期 

2 時間/週 
時間 

担 当 教 員 【常勤】澤村秀治    （内線 6489，E-mail:sawamura）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

本科目では，橋梁や建築構造物などのコンクリート構造物の設計理論の基礎的事項を学習する．ここではま

ず，コンクリートや鋼材など，コンクリート構造物に使用される材料の力学的性質に関する知識を習得し，これ

らを踏まえ，コンクリートと鋼材を合成して用いることの意味を理解する．弾性計算による鉄筋コンクリート部材

の設計法の初歩を，曲げモーメントを受ける部材の設計演習を行うことにより習得し，コンクリート構造設計に

関する基礎知識を実務において適用できることを到達レベルとする． 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 小林和夫 著 「コンクリート構造工学」（森北出版） 

補助教材等 
コンクリート標準示方書[設計編]（土木学会） 

プリント（配合設計資料） 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 90  10     100 

知識の基本的な理解 90  10     100 

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

設計式の適用方法の理解も重要であるが，その設計式の誘導過程を，構造力学の理論との関連性とともに深く理解すること

が重要であることを念頭において学習する．設計理論の理解のために，授業の進度に応じて設計演習課題を課す．定期試験

問題のうち，設計計算問題はこの演習課題を基に出題するので，授業の復習のなかでこれに取り組むこと． 

２回の定期試験(B)の平均点を 90％，演習課題等(B)を 10％として評価する．演習課題の得点は，その提出状況，設計計算の

正確さ，報告書としての完成度を数値化し決定する． 

力の釣合い，断面１次モーメント，断面２次モーメント，応力とひずみなど，構造力学の基本的知識が必須である．特に高度

なものは求められないが，これら基本部分についてしっかり確認しておくこと． 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス 
鉄筋コンクリート，プレストレストコンクリートの意味と，成り

立つ要因について説明できる． 
 

2 応力とひずみ① 
弾性材料の応力，ひずみ，弾性係数の関係を理解し，フ

ックの法則を活用できる． 
 

3 応力度ひずみ② 
コンクリートと鉄筋の組み合わせた部材の荷重と変形の関

係を，一軸圧縮問題によって理解できる． 
 

4 応力度ひずみ③ 
演習課題によって，弾性材料の応力，ひずみ，弾性係数

の計算に，フックの法則を応用できるようになる． 
 

5 材料の性質 
コンクリートおよび鉄筋の応力－ひずみ関係，JIS 規格に

よる鉄筋の分類について理解できる． 
 

6 単鉄筋長方形断面（弾性計算）① 
弾性計算による単鉄筋長方形断面の中立軸の位置 x，中

立軸係数 k の算定理論を理解できる． 
 

7 単鉄筋長方形断面（弾性計算）② 
単鉄筋長方形断面のコンクリート応力度，鉄筋応力度，

抵抗モーメントの算定理論を理解できる． 
 

8 中間試験  

9 
答案返却・回答解説 

単鉄筋長方形断面（弾性計算）③ 

試験問題の解説から自分の間違った箇所を理解できる． 

断面サイズの決定，鉄筋量の算定方法を理解する． 
 

10 単鉄筋長方形断面（弾性計算）④ 
設計計算例の解説によって，釣合状態を仮定した単鉄筋

長方形断面の設計手法を理解できる． 
 

11 単鉄筋長方形断面（弾性計算）⑤ 
演習課題により，曲げモーメントに対して単鉄筋長方形断

面の設計計算ができるようになる． 
 

12 スラブの設計 
単鉄筋長方形断面の理論を応用して，スラブの設計がで

きるようになる． 
 

13 せん断応力度，付着応力度 
一般的な鉄筋コンクリート部材のせん断応力度，付着応

力度の計算理論を理解できる． 
 

14 単鉄筋長方形断面の設計 
演習課題により，曲げモーメント，せん断力に対して単鉄

筋長方形断面の設計計算ができるようになる． 
 

 期末試験  

15 答案返却・回答解説 試験問題の解説から自分の間違った箇所を理解できる．  

総 講 義 時 間 数 30 時間 

 



教 科 名 情報処理Ⅰ(Computer Programing Ⅰ) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 2 学年 社会基盤工学科 共通 履修 2 単位 必修 
2 

時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】 大久保孝樹   （内線 6487，   E-mail: ohkubo@hakodate-ct.ac.jp  ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

情報処理Ⅰでは、Ｃ言語の基礎を学ぶこととする。Ｃ言語の基本構造を習得し、専門に関する基礎的な計算

問題をＣ言語を用いてプログラミングできるようにする。 

 

学校教育目標 B, C 
学科および 

コース教育目標 
 Ｂ－３，Ｂ－４，Ｃ－１，Ｃ－２ 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
プリント 

 

補助教材等 
  

 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80 10     10 100 

知識の基本的な理解 75 5     5 85 

思考・推論・創造への適用力 5       5 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)  5     5 10 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

プログラミングにおいて、まず、基本的なｃ言語の構文を身に着け、この構文をもとに応用レベルのアルゴリズムをプログラミン

グすることができるようにする。プログラミングは、他人のプログラムを何も理解しないで写すようなことは絶対しないようにする

こと。プログラミングでは、試行錯誤して自分自身で作成していくことが重要であるので、安易に、他人のプログラムを見せても

らうようなことはしないこと。小テストとその他の演習課題は、日ごろの勉学に対する志向性と基本的な知識を評価する。 

授業中の注意 

◎携帯電葉をいじっていたり、居眠りをしていたりしたら、定期試験の点数から２点/回を減点する。 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 情報処理Ⅰのガイダンス（0.5h） 

1.コンピューターの基礎知識(1.5h コア） 

2.プログラミング（Ｃ言語）の作成と実行方法 

 （アルゴリズム、フローチャート、プログラム）

 （４ｈ、コア） 

情報処理Ⅰの内容をイメージできる 

コンピューターの基礎知識を理解できる。（ハードウェア、

ソフトウェア） 

プログラミングの手順を習得できる。 

 2 

3 

4 
3.データー型と定数（2h） データー型( int, float, double, char)と定数を使うことがで

きる。 
 

5 4.識別子と変数（2h） 識別子と変数を理解し、使いこなせる。  

6 5.簡単な入出力(2h) 簡単な入出力（printf, scanf）を理解し使うことができる。  

7 6.演算子と代入文(2h) 演算子と代入文を理解し使いこなせる。  

8 前期中間試験  

9 答案返却、模範解答（2h） 試験問題の間違った箇所を、理解できるようになる(復習)  

10 7.制御文(6h) 

 7.1 条件式 

 7.2 分岐文 

7.3 繰り返し文 

分岐文(if 文)、繰り返し文(while 文)で使用される条件式を

理解し使うことができる。 

分岐文(if 文)を理解し使うことができる。 

繰り返し文（for 文、while 文, do while 文）を理解し、使うこ

とができる。 

 11 

12 

13 8.配列(4h) 配列を理解し、使うことができる。 

 
14 

 前期期末試験  

15 答案返却、模範解答（2h） 試験問題の間違った箇所を、理解できるようになる(復習)  

16 9.関数(8h) 

 9.1 関数の定義 

 9.2 関数プロトタイプ 

 9.3 数学関数 

 9.4 関数を用いたプログラムの作成 

関数の意味を理解し、関数を自由に定義できる。 

関数プロトタイプを理解し、関数プロトタイプの形式で関数

を定義できる。 

数学関数を使うことができる。 

関数を用いたプログラムを作成できる。 

 
17 

18 

19 

20 
10.配列とポインタ(2h) 配列とポインタを理解し、関数における変数の受け渡しが

できる。 
 

21 
11.関数における配列、ポインタの受け渡し

(2h) 

関数における配列、ポインタの受け渡しができる 
 

22 12.ファイル入出力(その１)(2h) ファイルによる入出力ができる。  

23 後期中間試験  

24 答案返却、模範解答（2h） 試験問題の間違った箇所を、理解できるようになる(復習)  

25 12.ファイルの入出力(その 2)(2h) ファイルによる入出力ができる。  

26 13.構造体(2h) 構造体を理解でき使うことができる。  

27 14.応用プログラミング(6h) 

 

今までのＣ言語の基本構造を理解したうえで、応用的な

プログラミングができる 
 

28  

29  

 学年末試験  

30 答案返却、模範解答（2h） 試験問題の間違った箇所を、理解できるようになる(復習)   

総 講 義 時 間 数 ６０時間



 



教 科 名 地球科学 （Earth Science） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 2 学年 社会基盤工学科 共通 履修 2 単位 必修 
通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】 小玉 齊明 （内線 6483，E-mail:kodama） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

環境都市工学に関わる技術者には各種建設工事の計画・施工において、地震・台風・地すべり

といった自然災害や地質学などの地球科学に関する知識が必要不可欠である。そこで、本科目

では各種自然現象や災害がおこる原因とその仕組み、更には地球内部の構造や材質、地形の変

化など地球科学全般に関する基礎的な知識を身につけることを学習到達目標とする。 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 鎮西清高他著 「地学Ⅰ 地球と宇宙」（東京書籍） 

補助教材等 配布プリントと地学図表（浜島書店）を使用する。 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 75  20 5    100 

知識の基本的な理解 65  20 5    90 

思考・推論・創造への適用力 10       10 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

各種自然現象や災害は様々な要因が重なって発生する。それらの因果関係が理解できるよう、毎授業後に十分

復習し、学習内容を整理する必要がある。 

課題は、授業で学習した内容を踏まえ、教科書・参考書・その他の文献・インターネットなど、様々なものを

参照して取り組む必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ・ガイダンス 

1. 宇宙の進化(コア) 

 

・科目の位置づけ、必要性、学習の到達目標および留意

点 を理解できる 

・宇宙の構造と恒星の進化、地球に及ぼす太陽の影響

について理解する 

 

2  

3  

4 2. 地球の構造 

(1) 地球の形と構造(コア) 

 

・地下構造探査やモホ面など地球の形と構造を理解す

る 
 

5  

6 (2) 大地の動き(コア) ・地球内部の物質・性質の違いや世界の地震・火山分

布、プレートテクトニクスについて理解する 
 

7  

8 前期中間試験  

9 試験答案返却・解答解説 ・試験問題の解説から自分の間違った箇所を理解する  

10 (3) 地震(コア) 地震の原因とその仕組みを理解し、地震波観測に基づ

いた震源予測ができる 
 

11  

12 （4）火山とマグマ(コア) 火山の仕組みや災害、火成岩を構成する鉱物や火成岩

の分類方法を理解する 
 

13  

14 
3. 地球の歴史 

(1) 地表の変化 

隆起・侵食に伴う地形変化と自然災害について理解す

る 
 

 前期期末試験  

15 試験答案返却・解答解説 ・試験問題の解説から自分の間違った箇所を理解する  

16 (2)地球の過去を読む 地層や堆積岩の成因、放射性同位体を用いた地質年代

推定について理解する 
 

17  

18 (3)造山運動 造山運動と変成岩の成因を理解する  

19  

20 (4)地球の変遷(コア) 各地質年代における地球環境と生物の進化を理解す

る 
 

21  

22 (5)地質調査 地質調査の方法を理解する  

23 後期中間試験  

24 試験答案返却・解答解説 ・試験問題の解説から自分の間違った箇所を理解する  

25 
4. 大気と海洋 

(1)地球の大気(コア) 

大気の構造、放射、大気の循環について理解する 
 

26 (2)日本の気候 季節ごとの気象の特徴を理解する  

27  

28 
(3)大気と海洋の結びつき(コア) 海水の性質・運動、エルニーニョ現象などの海洋と大

気の相互作用について理解する 
 

29 
(4)地球環境の中に生きる(コア) 環境問題を含め、人類の生活環境について考えること

ができる 
 

 学年末試験  

30 試験答案返却・解答解説 ・試験問題の解説から自分の間違った箇所を理解する  

総 講 義 時 間 数 60 時間

 



教 科 名 測量学・測量実習Ⅰ (Survey and Surveying PracticeⅠ) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 2 学年 社会基盤工学科  履修 2 単位 必修 
通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】    （内線，   E-mail:   ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

測量は計画，設計，施工，維持･管理など土木工事において非常に重要な作業である．本科目は，基

本的な測量方法である高低測量と角測量について原理を学ぶ．今後，これらの技術を応用し，様々な

測量方法に発展するため，しっかりと身に付ける必要がある．また実習では，班に分かれ協力して作業

を行うため，自分の役割と責任を理解した上で，自主的に行動することを目的とする． 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 改訂版 測量学 1 基礎編，森 忠次，丸善株式会社 

補助教材等 説明資料,実習資料などは適宜配布する． 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 70  5  25   100 

知識の基本的な理解 35  5     40 

思考・推論・創造への適用力 10       10 

汎用的技能 25    10   35 

態度・志向性(人間力)     5   5 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
    10   10 

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

講義部門の試験は，測量の方法や特徴を問うため，その意味や目的を十分に理解していること．また，各種計算問題

においてもやり方を覚えるのではなく，その導出方法についても理解しておくこと． 

実習部門については，班単位で実習を行うが，試験において各自実習で行った作業内容を問う．そのため，一部の班

員だけが作業をしたり，特定の作業だけ行うことがないように注意する．また，外業の際は実習に適した服装で臨むこと．

さらに，実習開始前と終了後には器械を検査し，格納時の調整方法を理解する． 

なお，天候により授業の順序を変更する場合があるため注意すること． 

本科目は，基礎数学，三角関数，代数･幾何などの数学の基礎知識が必要とされる予備知識である．また，講義部門

においては，前回までのノートを見直しておくこと．実習部門においては，実習で行う測量の内容について講義ノートを

見直しておくこと． 

評価は前期中間(25%)，前期期末(25%)，後期中間(25%)，学年末(25%)により評価する．なお，前期中間･期末，

後期中間試験については，講義部門(試験 45%，課題 5%)，実習部門(試験 25%，実習報告書 25%)，学年末試験に

ついては，講義部門(試験 45%，課題5%)，実習部門(試験 25%，製図 25%)で評価する．ただし，課題，実習報告書，

製図が一つでも未提出の場合は，学年末成績における評定で合格点を与えない． 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス (1.0h) 
【講義部門】 (7.0h) 
水準測量 1. 目的･方法 

2. 使用機具 
3. 水準測量の誤差 (コア) 
4. 観測 (コア) 

 
 
水準測量の目的と方法を理解できる． 
レベルの構造，スタッフの読み方を理解できる． 
水準測量で生じる誤差の原因と消去法を理解できる． 
直接水準測量を説明でき，測量結果から計算ができる． 

 
2 

3 

4 

5 【実習部門】 (6.0h) 
距離測量 1. 巻尺定数の決定 (コア) 
 

2. 平坦地の距離測量 (コア) 
3. 傾斜地の距離測量 (コア) 

 

距離の種類を説明できる．巻尺による測量で生じる誤差を説

明でき，測量結果から計算ができる． 

平坦地の距離測量を説明でき，測量結果から計算ができる． 

傾斜地の距離測量を説明でき，測量結果から計算ができる． 

 6 

7 

8 前期中間試験  

9 【講義部門】 (6.0h) 
水準測量 5. 誤差の補正 (コア) 

6. 水準測量の平均 (コア) 
角測量  1. トランシットの構造 (コア)

2. 観測(単測法，倍角法) (コア)

 
生じる誤差の取扱いを説明できる． 
水準測量における重量と誤差の関係を理解できる． 
器械の据付と取扱いを説明できる． 
単測法，倍角法を説明でき，測量結果から計算ができる． 

 10 

11 

12 【実習部門】 (6.0h) 
水準測量 1. 測定方法 
 

2. 平坦地の水準測量Ⅰ (コア)
3. 平坦地の水準測量Ⅱ (コア)

 

器械の据付と取扱い(レベルの使用方法)と水準測量
の原理を理解し，高低差を計算できる． 
昇降式の水準測量を説明でき，測量結果から計算ができる． 

器高式の水準測量を説明でき，測量結果から計算ができる． 

 13 

14 

 前期期末試験  

15 【講義部門】 (8.0h) 
角測量  3 .観測(方向法) (コア) 

4. 角測量の誤差 (コア) 
 
測量の定義 (コア) 

 

方向法を説明でき，測量結果から計算ができる． 

生じる誤差の取扱いを理解している． 

 

区域の大小，順序，方法，目的および法律による分類を

説明できる． 

 
16 

17 

18 

19 【実習部門】 (8.0h) 
水準測量 4. 傾斜地の水準測量 (コア) 
角測量  1. 測定方法 
 

2. 水平角の観測Ⅰ (コア) 
3. 水平角の観測Ⅱ (コア) 

 

器高式の水準測量を説明でき，測量結果から計算ができる． 

器械の据付と取扱い(トランシットの使用方法，測定方
法)を理解できる． 
単測法を説明でき，測量結果から計算ができる． 
倍角法を説明でき，測量結果から計算ができる． 

 
20 

21 

22 

23 後期中間試験  

24 【講義部門】 (6.0h) 
測量の基準 (コア) 
地図投影の基礎 
平面直角座標系と地心直交座標系 

 

測量体系（国家基準点等）を説明できる． 

各種投影法の原理を説明できる． 

測量法による平面直角座標系と地心直交座標系を説明で

きる． 

 25 

26 

27 【実習部門】 (6.0h) 
座標点高法による地形図の作成 (コア) 
 

等高線法による体積の計算 (コア) 

 

地形図を作成でき，等高線の性質とその利用を理解して

いる． 

測定結果から，体積の計算ができる． 
 28 

29 

 学年末試験  

30 答案返却・解答解説 間違った問題の正答を求めることができる  

総 講 義 時 間 数 60 時間

 



教 科 名 創造デザイン (Creative Design ) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 2 学年 社会基盤工学科  学修 2 単位 必修 
 

4 時間/週 
180 時間

担 当 教 員 【常勤】 山崎 俊夫 （内線 6482，E-mail: toshi_ya） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

自分のオリジナルなイメージやアイディアを出し、それを形で表現する過程を自分の頭と手を

働かせて学ぶ。自分の力で十分に考えてアイディアを出し、そのアイディアを目に見える形に

する過程(デザイン)を体験的に学び、ものづくりのための創意工夫ができるようになり、自分

が製作した作品をもとに、自分の考え・意図を言葉で伝えるプレゼンテーションができるまで

の表現力を身につける。 

 

 

学校教育目標  A 
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
 

 

補助教材等 
 

 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合    20 80   100 

知識の基本的な理解         

思考・推論・創造への適用力     80   80 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)    20    20 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

デザイン演習はそれぞれのテーマごとに、最初に与えられた課題の作品を作り、形づくりの基本を一通り覚え

てから、次には自分自身で作るものを考え、設計し、自力で作品をつくるという手順を踏んで進行するため、

最初の課題製作の時に、形づくりの基本を十分に理解し，製作技術をしっかりと身につけることが必要である。

アイディアを形として図に表すことができるために図学の基本的知識が必要である。 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

デザイン概論 デザインの意味と成り立ちについて理解する 

 

2 

土木デザインの手法 社会基盤（土木構造物）のデザインについて理解す

る  

3 

紙を折る 紙を折る課題によって、基本的な技術を身につける 

 

4 

紙を曲げる 紙を曲げる課題によって、基本的な技術を身につけ

る  

5 

紙を切る 紙を切る課題によって、基本的な技術を身につける 

 

6 

紙を組む 紙を組む課題によって、基本的な技術を身につける 

 

7 

オリジナル作品の設計 紙を使ったオリジナル作品を創意工夫して設計で

きる  

8 

スパゲティの橋の製作（1） スパゲティを使って橋を自分たちの力で製作でき

る  

9 

スパゲティの橋の製作（2） スパゲティを使って橋を自分たちの力で製作でき

る  

10 

抽象的表現（1） イメージを抽象的な作品として設計図により表現

できる  

11 

抽象的表現（2） イメージを抽象的な作品として自分の力で製作で

きる  

12 

具体的表現（1） 具体的なものを自分で考えて設計できる 

 

13 
具体的表現（2） 具体的なものを作品として自分の力で製作できる 

 

14 
具体的表現（3） 具体的なものを作品として自分の力で製作できる 

 

15 作品のプレゼンテーション 
自分が作った作品の意図を言葉で伝えることがで

きる 
 

総 学 習 時 間 数 時間 

講 義 60 

自 学 自 習 

課題等 120 

  

  

  

 


